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はない。新生仔期 NMDA 受容体慢性遮断ラットでは、ドーパミン作用薬や NMDA 受容体拮抗薬
などの急性投与によって生じる過活動が亢進していることが知られているが、ムスカリン性アセチ
ルコリン受容体拮抗薬スコポラミンの急性投与による過活動については報告がない。そこで本研究








被験体として Wistar-Imamichi 系雄ラットを用いた。新生仔期に NMDA 受容体を慢性的に遮断









スコポラミン誘発性過活動実験では、スコポラミン（0.4 あるいは 2.0 mg/kg）を腹腔内投与直
後から 40 分間、オープンフィールド（90×90×45 cm）において移動活動量を測定した。条件性
場所選好実験では、メタンフェタミン（1mg/kg）あるいは生理食塩水を腹腔内投与後、白色ある
いは黒色の部屋に 30 分間留置した。この手続きを 1 日 1 回 2 日間ずつ 4 日間にわたって行った翌
日、その 2 つの部屋を 15 分間自由に探索させ、メタンフェタミンと対提示された部屋への選好を
調べた。報酬感受性の評価実験では、スクロース溶液と水道水を2瓶法で提示し飲水量を比較した。




















































期 NMDA 受容体慢性遮断の影響を受ける脳部位に関して示唆を与えたこと。以上 3点とも本研究
において初めて明らかにされた事実であり、今後の研究の発展において大きな価値がある。 
 
平成 26年 1月 20日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
